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ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ の 最 期
倉 田 稔
1933年,ナ チーズ ム(国 民社 会主義)の 政権 掌握に よ り,ル ー ドル フ ・ヒル
フ ァデ ィングRudolfHilferdingは,妻ローゼ(Roseま た はRosa)と とも
に,3月21日,亡 命 の旅 にゐぼ った。 まず デ ンマ ー クにゆ き,そ してスイス
へ逃れ た1)。 滞在 の期 間は不 明であ るが,少 くとも4月13日 には,ル ツェル
ン湖(Vieエwaldstattsee)の をまとりHotelTerminusに いた2)。 同年 チ ュー リヒ
(左irch)に 移 る。 その後,一 時 チ ェコス ロヴアキ アを訪れ,パ リ,ブ リュ ッセ
ル に行 った ことを除 けば,主 に チ ュー リヒのTouringHotelGarni3)で生活 し
ていた。かれ は,1938年 春 パ リへ移 った4)。 この ころ,つ ま り3月 に ヒ トラー
は,オ ース トリアを併合 した。、ヒル ファデ ィングがスイ スを出た理 由は,い つ
スイス も囲 りをす べて フ ァシズ ムに 占領 され,そ れが押 しよせ て こな い とはか
ぎ らな い5),と 思 ったか らで ある。 パ リで,か れ は,ド イ ツ社会 民主党 のか つて
の国会 議員 で,党 の外 交政策 の代弁者 ル ー ドル フ ・ブライ トシ ャイ トRudolf
Breitscheidと 再 び親 し くな った。 な お,生 涯 の親友 で ブ リュソにいた オ ッ ト
ー ・バ ウアーOttoBauerは,オ ース トリア併合 の数週 間後,5月 に パ リ6)へ
1)本 稿 で は 「ル ー ドル フ ・ ヒル フ ァデ ィング の伝 記 的 新資 料 」(『三 田 学 会雑 誌 』65巻
10号)の §5を 注 記 な しで利 用 す る。 ヒル フ ァ.ディ ング の伝 記 前 半 に つ い ては 『若
・ き ヒル フ ァデ ィソ グ』 丘 書房(近 刊)を 参照 。
2)「 ア ムス テル ダ ム社 会 史 国 際研 究 所 所蔵,ヒ ル フ ァデ ィン グの 未 発 表 手 紙(目 録)」
(『日本 社 会事 業 大 学 研究 紀 要 』 第19集)
3)こ の 名 の ホ テル は,現 在 チ ュ ー リヒに 見 当 らな い。
4)Wi玉friedGottschalch,S勧物7砂 吻 η伽 吻gθ η487G8sθZ∫sc地 ∫彦朔4ρoZゴ'2ε 伽s
肋 π4θ」%痂4θ7五 碗76"oηR%40ゲ 研 び¢74勿g,Beriin1962(以 下Gottschalch
と略)S.27,訳 『ヒル フ ァデ ィソグ』 ミネ ル ヴ ァ書 房,1973年,21ペ ー ジ 。
5)Einf廿hrung》oロBenediktKa血tsky,zu:DashistQrユscheProblem.in;Z罐so乃7加
勉7PoJ漉 盈,Jg.1(NeuFloge),Heft4,Dez.1954,S.293.訳『ヒル フ ァデ ィン グ
・現 代資 本 主 義 論 』新 評論1983年,189ペ ー ジ。 .、
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移り た。ほ どな くして7月4日 と5日 の間 の夜,か れはそ こで客 死 してい る。
ヒル ファデ ィソグは,パ リでかれ と多分会 ったであ ろ う。
オ ース トリアを併 合 した ヒ トラーの次 のね らいは,チ ェコス ロヴ ァキアへの
侵 入であ った。1938年9月 の ミュソヘ ソ会談 で,か れはチ ェコス ロヴァキ ア
の ズデーテ ソ地 方 の 割譲を認 めさせ,ド イ ツ軍 隊は10月 に侵入 した。1939年
3月 に チ ェコス ロヴ ァキ アは解体 した。 チ ェコは ドイ ツの保護領 とな り,ス ロ
ヴ ァキアは名 目的 に独 立国家に なった。 しか し,実 際は従属 した』 チ ェ'コの首
都 プ ラハは,ヒ トラーに 占領 され た。
1939年8月 に独 ソ不可侵条 約を締結 し,東 方 に嚇威 のな くった ドイ ツは,9
月1日,ポ ー ラン ドを攻撃 し,第2次 世 界大戦がは じまった。 ポー ラン ドに勝
利 して,ド イ ッは ソ連 とともにそれ ぞれポ ーラ ソ ドの西 ・東 を半 分つつ 占領 し
た。 ドイ ッは,半 年後,西 ヨーロ ッパに攻 撃を向け る。 つ ま り,ヒ トラーは,
1940年5月,ベ ルギ ーとオラ ンダに襲 いか か り,そ の後,6月 にかけ てフラ ソ
スを攻撃 し,た った1ケ 月で勝利 した。6月10日,フ ラソス政府(ポ ール ・レ
噛
イ ノー7)内閣)は,1パ リか ら トゥール(Tours)へ,そ してボル ドー(Bordeaux)
へ逃れ た。 ブ ァシス ト・イ タ リア も,遅 れ まい として,イ ギ リス,フ ラソスに
宣戦 布告 した。6月14日,ド イ ツ軍 はパ リに入城 した。6月16日,レ イ ノー
首相 は辞職 し,ペ タ ン(HenriP6tain,1856-1951)元帥が内閣主班 に任命 され
た。 かれ は第1次 大戦 で,実 際は無 意味だ った8)ヴ ェル ダ ンを守 り,そ のおか
げで,戦 時 中 フラ ソス軍 西部戦線総 司令官 とな った。ペ タ ンは この時,閣 僚 の
1人 で あって,政 府部 内では,戦 闘 を速 やか に停 止すべ きだ と主張 していた敗
戦主義者 であ った か ら,首 相 として適 していた。かれはす ぐ,ド イ ツ軍 に体 戦
を申 し入れ,22日 に,休 戦条約 に調 印 した。 英 仏同躍は,こ の時期 に,事 実
上破 れた。 ドイ ツの勝 利は,こ れ で完全 な もの とな った。 アー ドルフ.・ ヒ トラ
6)J.Brauntha1,0ttoBauer.EinLebensbild,in:0"oβα%〃.E勿 θノ1πsωα配 α%s'
5伽 θ勉 五θ6θηs膨7々,Wlen1961,S.100
7)PaulReynaud(1878-1966)
8)テ イ ラ ー 『第1次 世 界 大 戦 』新 評 論,1982年 。 ペ タ ソは,第2次 大 戦 後,1945年 に,
死 刑 判 決 を 受 け,そ の後,終 身刑 と な る。
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一の絶頂期 が訪れた。 フランスが なぜ か くもあ っけな く敗北 したか とい う理 由
は,国 際状 勢に大 いに依 存 して いる。 第1次 世界 戦争 の時代 と比較 してみ るな
らぽ,第1に,イ ギ リスが十分兵 力を持 っていなか った。そ のために,そ れ だ
け フラ ソスを 十分援護 で きなか った○ 第2に,イ タ リアは,第1次 大戦 の時
に,は じめは中立 国であ ったが,そ の後,協 商 国側(つ ま り英 ・仏な ど)に つ
いた のに,今 回は反対 に,ド イ ッについた。第3に,ソ ヴ ェ ト・ロシアが この
独仏 戦の前年つ ま り1939年 に独 ソ不可 侵条約 を結 んでお り一 同時に,フ ラ
ソス とソ連 は敵 国 ど うしとな る一,そ のた めに ドイ ツは,東 部戦線 に兵 力を
さ くことな しに,西 部(二 対 フランス)戦 線 に全 力を挙 げる ことが で きた。 さ
い ごに,ア メ リカは中立を保 っていた,と い う世 界 の軍事状 勢の大変化 があ つ
た か らであ る。
休 戦条件は,フ ラソスに とって きわめ て苛 酷な ものであった。 フラ ンスの兵
器 と物 資は ドイ ツ軍 に びき渡 され,占 領費 は フランスが支払 うことに なった。
8月8日 に,1日4億 フランの率 で払 うこ とが決 まった。 北部 フラ ンスは ドイ
ツ軍 に 占領 され,南 部 フラ ンスだけが 自由地 区 とな った(地 図参照)。7月1日
に,政 府 は ヴ ィシー(Vichy)に 移 った9)。 そ のた め,こ れ以降 の フランス政府
を,ヴ ィシー政府あ るいは ヴ ィシー政権 とい う。
ペ タソ首 相は,7月11日 の法律に よ り,国 家主席,事 実上 の独裁者 とな っ
た。かれ は ドイ ツ と永続的 な協 商関係 を結ぶ方針 を とった し,ま た,対 独戦 を
行 なわ ないか ぎ りは,そ うせ ざるをえなか った。 こ うして対独協 力が お しすす
め られ る ことにな る。 南仏 は,自 由地 区 とは いえ,正 確 に言 えぽ,半 占領地 区
し
で あった。 なぜ な ら,ド イ ッ占領軍 は,あ らゆ る問題で この ヴ ィシー政権 に圧
力 をかけ るこ とが できた し,同 政権 は ドイ ツ軍 の意志に は逆 らえなか ったか ら
であ る。「自由」 は ドイ ツの認 める範 囲内に限 ら乳 て いた し,ド イ ツは妥 協を
しなか った。結局,見 せか けの主権が与 え られたの であ る。
ナチ ス ・ドイ ッは,ヴ ィシー時代 にフラ ソスを大 いに収奪 した。 フ ラソスの
労 働力 と物資 ・軍 需品を ドイ ツに大量に送 り込 んだ。 また,ヴ ィシー政権 下で
9)ミ γエル 『ヴィシー政権』白水社,1979年 。
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R・1・ ムーア 『世界歴史地図』より
は,層 フラソス共産党 員 ・社 会党 員 ・人民戦線 関係者は,思 想 犯 と して起訴 され
るこ とにな った。反 コ・ダヤ主義者 が多数,政 権に参加 し,反 ユダヤ主 義が政策
に反映 され た。 た.とえぽ1940年10月30日 に,自 由地区 内で もユダヤ人取締
法が制 定 され てい る。
ル ー ドル フ ・ブ ライ トシ ャイ トと妻 トーニー,ヒ ル フ ァデ ィソグ とエ リカ ・
ピーアマ ソ夫人(か つ ての首相 ヘルマ ン ・ミュラー10)の娘 で,ブ ライ 下シャイ
トの秘 書)は,こ の敗戦 によって,パ リを逃れ,1940年7月 初め,マ ルセイ
ユに到 着 した11)。 ここに ヒル フ ァデ ィソグ夫 人 ローザが居 ない こ とに注 目した
10)HermannM廿ller(1876-1931)ドイ ツ社 会 民主 党 員。1920年 と1928～30年 に 二 度,
首 相 とな る。 ヒル フ ァデ ィソ グの 友 人 。
11)Vereinf通rdieGeschichteder6sterreichischenArbeiterbewegung(Wien)所蔵
の,無 署 名 ・無 題 の タ イ プ文 書,ヒ ル フ ァデ ィング の部 。(以 下,VGδAと 略 称 す)
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い。実 は,フ ランス の この敗戦以前 に,イ ギ リスか アメ リカに亡命 していれぽ,
ヒル ファデ ィ ングの命 は助か ったのであ った。 ヴィシー政権は,休 戦条約 に よ
って,す べて の ドイ ツ人を 占領軍 に引渡 さね ぽな らなか った し,ま た フラソス
に亡命 していた反 ナチ主義 の ドイ ッ国民を ドイ ツに引渡す ことに応ず る よ うに
な るので,か れ らは危険な のであ った。 しか し,南 仏 自由地 区は,文 字通 り
「自由」 だ と当初思われ た し,ま た とにか く南 フランス しか 当面 は誰 で もゆ く
所 はなか った。かれ らが港町 マルセイユに来 たのは,外 国一 おそ らくア メ リ
カー へ船で 出国 しよ うと した か らであ ろ う。
当局 は,か れ らにマル セイユ滞在 許可 を与 えなか った。 しか し,そ こに留 ・』
てい るのは黙認 され た。 ブ ライ トシャイ トとヒル フ ァデ ィングは,ア メ リカ政
府 か らの特別 ヴ ィザを8月 初 めに受取 った。 数週 間後,ビ ーアマ ン夫人 も,同
じヴィザを取得 した。 アメ リカ大統 領を 一琴 ヴェル トは,事 態にか んがみ,入
国手続 を簡素化 して,緊 張 ヴ ィザを交付す る ことをは じめていた。
ゴッ トシ ャル クは,妙 な ことを書 い ている。 ヒル フ ァデ ィング もブ ライ トシ
ャイ トもチ ェコス 冒ヴ ァキアの旅券 もヴ ィザ も取 得 して いた。な いのは入国許
可証 だけで あ った,と12)。 これは,あ たか もヒル フ ァデ ィソ グが チ ェコス ロヴ
ァキ ア行 きを考 えていた よ うであ る。実 は,ア メ リカ行 きを考え ていたのであ
った。 チ ェコ占領 の前 であれば,か れ も考ええたで あろ う。 しか し,そ の後 は
ナチ ズムに占領 され ていて 危険な ので,あ りえ ない。
9月 に,SPD党 員 ア レクサ ソダー ・シュタイ ソはマル セイユで ヒル フ ァデ ィ
ソグ と会 い,数 時間話 した。かれは,ア メ リカ行 きを速 め るよ うヒル フ ァデ ィ
ソグにす すめた。 ユ ダヤ労働者委 員会 とアメ リカ労働組合 とが一諸に起 こした
「救援行動」(会)を 実 行す る若干 の友 人たちが,と くに脅や か されて いた ヒル
ファデ ィングとブライ トシ ャイ トの出発に,献 身的に努 力 した。 ヒル ファデ ィ
ソグは,と て も重苦 し く,打 ちのめ された 印象 を与 えて いたが,は じめに機会
が来た ときに フラソスを去 る と,シ ュタイ ソに約束 した。 かれ らは,大 陸 を離
12)Gottschalch,S.30,訳,24ペ ージ。
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れ よ うと相当試 みた13)。 しか し,出 発は長なが と延 びた。そ の理 由 として,ヒ
ル フ ァデ ィソグとブ ライ トシ ャイ トがスペ イ ン経 由で通過すれ ぽ,逮 捕 され る
とい う想定が あっ牟か ちで あ る。、スペ イ ンは,,当 時 フラソコ 独裁 の国で あっ
た。 ワシン トソか らの強 い圧力 のために,数 週間 後,ヴ ィシ「政府 は,両 人 を
オ ラン14)一 カサ ブ ランカ15)経 由で出発す る許可 を与えた。
準備 はす べて 出来,席 は予約 され,ヴ ィザは承認 された。 ヒル ブァデ ィング
ノ
た ちが出発 しよ うとしたそ の 目に,ブ ライ トシ ャイ トが2日 お くれて出発す る
こ とに な った(こ の点 は,文 書16)で は,ブ ライ トシャイ トだけ の よ うに書かれ
て あ るが,二 人 ともでは ないのか,は っき りしない)。 わ ま り,両 人が数時 間
以内 にマルセイ エを離れ,小 さな隣 町 アルルArlesに ゆ くよ う,マ ル セイユの
知事 が指令 した のであ る。 この処理 の公式理 由は,全 然知 らされなか った。警
察 は,ア ルル の どこそ この ホテルに滞在せ よ と,か れ らに告 げた。 それは 「ホ
テル ・ドユ ・フ ォル ム」HotelduForumとい う名の ホテルであ った。 フ ラン
ス警察 が駅 岱連れ てゆき,か れ らの フラソス旅券 が差押 え られ た。 しか し,ア
メ リカの旅 券(ヴ ィザ)は 持 って よい こと とな った。
アル ル滞在の時期 に,2人 は,図 書館で研究や討論 をつづけ ていた。 ヒル フ
ァデ ィングは,こ こで,未 完 の論文 で遺稿 「歴史 の問題三7)」を書いた。 こ㊧作
品に関わ る想い出を,ト ニ ー ・ゼ ン ダーが こ う書 いてい る。一 第1次 大戦勃
発 の直前 にゼ ソダーは ヒル フ ァデ ィソグとパ リで最後に会 った。 ヒル ラ ァデ ィ'
ングは フランス を大変愛 して いた。そ して当時 の時 代 の複雑 な問題 につい て生
き生 き した思想で満 たされ た人物 とい う印 象 を 与 え た。2人 は,新 しい事態
と,最 近 の時代の経験 が ものを考 え る人な らだれ に も迫 っている認識 につ いて
語 った。 ゼ ソダーは,社 会 主義者 と して これ ら新 しい問題 に 対 して 立 場 を と
る,新 しいス タンダー ドな作品を書 いて くれ るよ う,か れに頼 んだご ヒル フ ァ,
13)AlexanderStein,勘60ゲ彫 漉 アd初g吻64ゴ θdθ 漉so加 ∠17δθゴ,〃δ伽68・吻g
Hamburgユ946.S.43.・
14)オ ラ ソは,ア ル ジ ェ リア(仏 領)の 地 中 海 沿 い φ港 町 。
15)カ サ ブ ラ ソ カは,仏 領 モ ロ ヅ コの大 西 洋 側 の港 町。
16)VGδA
17)DashistorischeProblem,注5)を見 よ。 邦 訳,'前 掲 書 第V部 に 所収 。
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デ ィソグは,そ うす る と約束 した。かれ は,そ の約束 を守ろ うと も試 み熊 。 こ
の着手 され た新 しい作 品の原稿は,あ る。 ヒル フ ァデ ィソグ夫人18)が それを,
野 奪人 の手 か ら救 った のであ る19)。一 こ こに言わ れ る作 品は,こ の「歴 史 の問
題 」で ある と見て,ほ とん ど間違 いがなか ろ う。
ヒル フ ァデ ィソグは,ペ タソ政府が ドイ ツ軍に対 して フラ ンスの領土を完全
に護 るこ とがで きると言 う確約 を半分 は信 じ,ま た半 分は,自 分 は逃 れ られ な
い運命だ と,つ ま りペ タソ政府が南 フラソスか らの逃 亡を決定 して くれないだ
ろ うと考 え,一 種 の運命的屈服 を して お り,か れは ブライ トシ ャイ トととも
に,悲 劇的 な心 の葛藤 を していた2Q)。
ヴ ィシー政権につ いては,幾 つか述べ てお きた い。 まず,こ の政権 は,二 つ
の時期 に区分 でき る◎ つ ま り,1942年11月 に,ド イ ツ軍は,南 部 自由地 区を
占領 して しまった ので,ヴ ィシー政権 の後半期は,自 由は失 なわ れた とい い う
る。それ では前半期 は ど うであ ったか。 形式 の上 では,ま た建前 では,自 由で
あって,ま たそれ を人び とは半 ば信 じて いた し,あ るいは信 じたい と思 ってい
た。 だが,反 面,ド イ ッとの協 力関係を維持 しよ うと して,そ の意を迎 え るた
めに,ヴ 奢シー政権は,自 発的に 占領軍 に 協 力 しよ うと思 っていた ので,実
は,ヒ ル フ ァデ ィソグ らに とって客 観的には きわ めて危険で あ った。それ を,
そ の後の事実 が立証す るで あろ う。 と くに ヒル ファデ ィングは,社 会民主 主義
者 であ ると ともに,ユ ダヤ人 であ り,ま た,不 幸に も,有 名であ りす ぎた。
ブライ トシ ャイ トと ヒル ファデ ィングは,出 国許可 を得 よ うと努 力 を 続 け
た。かれ らは アメ リ、カやそ の他の国 ぐに の個 人的な友人 に問い合わせ,か れ ら
の知ρてい るフ ラソス の公的 人物に援 助を乞 うた。かれ らの許可 を え る た め
に,か つ ての ドイ ッ首相で,ヒ ル ファデ ィングの長年 の友 人,ハ イ ンリヒ ・ブ
リューニ ソグ21)が,ア メ リカの 当局や有力 な フランスの人物,ワ シ ソ トンのフ
18)ヒ ルファディ,ング夫人は,こ こに同伴していなかったはずである。
19)TonySender,Gedenkblattf廿rRudolfHilferd量ng,1n:γ01鳶398露瑚810,Jg. NQ,
39,27,Sep.1941.
20)B.Kautsky,op,cit.訳,同 ページ。
21)HeinrichBr廿ning(1885-1970)中 央党政治家,1930年 首相,1934年 ナチスのため
アメリカに亡命,戦 後帰国する。
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ラ ソス大使 にか け合 った。 ブ リューニソ グは また,ピ ェール ・ラヴ ァル22)に,
ラヴ ァル の娘 を通 じて頼み込 んだ。ラヴ ァル は,6月23日 に ヴ ィシー政権 の国
務大臣兼副 首にな り,'そ の後,外 相をつ とめた政治家で あ る。1940年7月 か
ら12月 まで,フ ラ ンスを事 実上指導 していたのは,か れ とペ タンであ った。
しか し,12月13日,ラ ヴ ァル多相は解任 された。 ヒル ファデ ィングは,す で
に以前か ら,ラ ヴ ァルに手紙 を書い ていたが,返 事 を貰 ってい なか った。 ブル
イ トシ ャイ トは,フ ラ ンダソ(Flandin)に 手紙 を書 いた し,ほ かの友人た ちは
一層努 力 した。 フ ラソダンは,戦 前 か らの政治家 で,ラ ヴ ァルの後任 と して,
少 しの間,外 相をつ とめた。
1月20日 ごろ ワシソ トソで,ブ リューニ ングは,ヒ ル フ ァデ ィソ グの出発
ヴ ィザが許可 され た,と 聞 いた。か れは この知 らせを友人 に よって ヨー ロ ッパ
に打電 させ た。
同時 に ブライ トシ ャイ トは,ア ル ルの地方長官 にたずね た。 もしブライ トシ
ャイ トとヒル フ ァデ ィングが正 式に出国 ヴ ィザの申請 をす る と,危 険だ と見 る
か ど うか,そ の よ うな 申請は ドイ ッ軍に とどいて しま うのか ど うか,そ して さ
い ごに,地 方長 官は,申 請 を出す こ とを賢 明だ と思 うか ど うか,と 。
地方長 官は,ヴ ィシーに問い合わせ よ うと答えた。2日 後か れは,自 分 の秘
書 を通 じて ブライ トシ ャイ トに,ま った く危 険はない し,出 国 ヴ ィザ 申請 をす
ぐ出 して よい,と 知 らせた。数 時間後かれ は,ブ ライ トシ ャイ ト本 人を訪 ねて,
ヴ ィシー政府 がかれ らに 出国 ヴ ィザ を許可 したの で,そ れ を ヴ ィシ ー に 申 請
す る必 要は も うない し,マ ルセイユへ行 き,そ こで受 領でき る,と 語 った。 マ
ル セイユ警 察 の旅券課 の主任が,ブ ライ トシ ャイ トと ヒル ファデ ィングのため
に,一 定 の法 的手続 きを果 すために,・ 自分か らアルルへ出 向いて きた。1941
年1月27日 に ブ ライ トシャイ ト,ヒ ル フ ァデ ィレ グ,ビ ーアマ ソ夫人はみ な,
監視 な しで,マ ル セイユにゆ き,4つ の出国 ヴ ィザを市庁 で受取 っだ。 ヴ ィザ
22)PierreLaval,1883-1945.
フラソスの政治家,1914～19社 会党下院議員,1924ん27独 立社会党議員,そ の後,
右傾化する,1935～36首 相,1940ヴ ィシー政府の国務相 ・副首相,解 任され,そ の
後42年 に首相,1945年 に逃亡,し かし銃殺される。
'
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はかれ らの旅券 に押 してあった。 かれ らセこは船会 社へ のあっ薦 が な さ れ,ス
ペイ ソ国境 を越 え るこ とは.禁止 され た。 マル テ ィニク23)経 由の路を と りな さ
い と言われた。 ブライ トシ ャイ トは;警 察署長 に迎 え られ,署 長は しば し政治
について語 り,援 助 と保護 を確 約 した。 ヒル フ ァデ ィングの費用は,ブ リュー
ニ ングが支払 った。 マル テ ィニクゆ きの次 の船は ,2月4日 に出航す る ことに
なっていた。 この船 は,船 室 に空 きが な く,1つ の寝室 に席(複 数)が あ るだ
けであ った。会社側 が,こ の席 は とれ ない と言 った。 ヒル フ ァデ ィングは この
船 に乗 ろ うと決心 したに もかかわ らず,他 の3人 は,そ の次 の2月18日 の船
を利用 しよ うとい った。かれ はそのた め,や むな く三人 に従 った。実 は これで
最 後 の可能性 が,み すみす 消えて しまったのであ る。
1月31日 に,つ ま り出発の前に,ブ ライ トシ ャイ トとヒル フ ァデ ィン グは,
地 方長官か ら,2人 の 出国 ヴィザが解消 され てい るこ と,だ が,女 性 たち のヴ
ィザは依然有効 であ る,と 知 らされ ていた。 アルル の地方長 官 もマル セイユ の
知事 も,こ の措置に説 明はで きなか った。「ヴ ィシーの指 令」 とい うのがすべ
てであ った。 再びかれ らは,ア ルル に連 れ戻 され た。地 方長官 は,以 前 のよ う
に大変愛想が よく,か れ らがかれの個人 的保 護 の下 にあ り,恐 れ るべ きことは
何 もない,と くり返 し保証 した。か れは,ド イ ツ人に よって フ ラソス の自由地
帯が 占領 され た場合で さえ,か れ らを気 づか うし,安 全 を守 る と,以 前 の説 明
を くり返 した。それ をかれは名誉 にかけて誓 った。
数 日後,ブ ライ トシ ャイ トと ヒル ファデ ィングは,は じめ て,警 察 の直接監
視下 におかれた。 ブライ トシ ャイ トは,こ の処置 の理 由を 地方長 官にたずね
た。 おそ らく,誤 解 のために起 きた と言われ,監 視 は止 んだ24)。 しか し,こ れ
は おそ らく,誤 解 ではなか った であろ う。そ の間,ブ ライ トシ ャイ ト夫人 とビ
ーアマ ン夫人は ,両 男性の 「旅券」 を戻 して もら うため,地 方長 官 の所へ行 っ
た。 かれは,こ の とき,大 層親切 に,両 人 は守 られ るで し ょうと,確 約 した。
1941年2月9日,土 曜 日,夜11時 と12時 の間に,2名 の警 官 と1名 の特 別
23)小 アソチ トル諸島(西 イソド諸島)の1つ,マ ルテ ィニーク島。フランス領。
24)VGδA
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警視が ブライ トシ ャイ トとヒル フ ァデ ィソグの住 んでいた アル ルめホ テル ・ド
・ユ ・フ ォル ムに来た。そ こで警察官 たちは こ う言 った。
「ゲシ ュタポ25)が ブライ トシ ャイ トさん と ヒル フ ァデ ィングさん の住所 を見
つ け,ア ルルの途 中 まで来 てい ます。1時 間 以内にお二人 を逮捕す るつ も りに
な ってい ます。」
、 そ して こ う説 明 した。
「我わ れ警 察は,貴 方がた を保護 す るた めに来 ま した。 我われは貴方 がたを
保 護 します。貴 方が たは 数 日間隠 され,そ の後,ス ペイ ソのヴ ィザを取 得 し,
出発が援助 され るで し ょう。」
ブライ トシャイ トはたずね た。
「アルルの地 方長官 と マ ルセイ ユの知事 は,こ の新 しい事態 を知 ってい るの
か?」
「もち ろん,知 ってい ませ ん。」
そ こで ブライ トシ ャイ トは質問 した。
「これか らどうな るgか?」
特別警視 は こ う返 事を した。
「我われ は貴方 がた を,ヴ ィシーめ保 安警察(Suretさ)に 連れ てゆ きます。」
プ ライ トシ ャイ トは,驚 ろいて叫んだ。
「それでは,つ ま り,我 わ れを引渡そ うとい うこ とだ な。」
かれ は答 えた。
「貴方は フラソスをず い分見 くび っておいでです な。 ブ ライ トシ ャイ トさん。」
警視 たちは,こ とこまか に説 明 した。 この会話は1時 間続いた。そ して両人
の恐 れは和 らげ られ,2人 は抵抗せず に,連 れてゆかれ ることを了承 した。 し
か し,こ れ はいつわ りで あった ことがわか る。・
かれ らは,ホ テルの中へ房 され,そ こで直 ぐに荷物 を まとめた。警察 官は,
言 った。
「所持 金を全部 もってい って下 さい。 ただ し,自 動車 の座 席が狭 いので,衣
25)GeheimeStaatspolizei.ナ チスの秘密国家警察。
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類はほ んの少 しだけに して下 さ㌧・。 なお,お 金は大変役 に立つで しょ う。」
ブ ライ トシ ャイ トと ヒル フ ァデ ィングは,警 察 を信 じ,旅 の用意 を したσ
「私 も,こ の2人 と一諸 に ど うして も行 きます 。」 とプライ トシ ャイ ト夫人
は,主 張 した。警察 は,か の女 を連 れてゆ くこ とを拒 否 したが,そ れで もつ い
に折れ て認 めた。
真夜 中1か れ らは2台 の車 で ヴ ィシーに 向けて走 った。運転手 と警 察官 以外
は,ブ ライ トシ ャイ トと夫人,そ して ヒル フ ァデ ィングだけ が乗 った。 ビーア
マ ン夫人は アルルに残 った。 かれ ら三 人は,日 曜 日,朝11時 ごろ ヴ ィシ ーに
到着 した。 ブ ライ トシ ャイ トとヒル フ ァデ ィングは,保 安警 察につれ て行 かれ
た26)。 こ こでナチの親衛隊総 突撃本部長兼 ペ タソ政府保安警 察統一指導者 フー
ゴー ・ガイス ラーが迎 えた27)の であ る。二 人は きわめ て厳 しく監視 された。 ブ
ライ トシ ャイ ト夫人は釈放 されたが,ど んなに努力 して も,両 人 に会 う許可は
得 られ なカ}った。 ブライ トシャイ トとヒル フ ァデ ィングは,保 安警察 で,犯 罪
者 の よ うなひ どい扱 いを受けた。か れ らは部屋 を別べ つに され,私 物を全部 と,
自殺 ので きる物は みな,と り上 げ られた。10目 夕方7時 ごろ,ブ ライ トシ ャ
イ トとヒル フ ァデ ィングは,ド イ ツへの引渡 しを公 式に言 いわ た された。かれ
らは大いに驚 ろいたが,勇 気 を出 してそ の通知 を うけ とった。 それは こ うあ っ
た。 ドイ ッ政府 は1940年12月17日 にかれ らの引渡 しを求 め,そ してそ の 日
か ら3度 もそ の希望は く りか え され て いた,と 。保 安警 察 は,テ ユ ッセ ン28)も
引渡 され てい る し,か れ が妻 とと もに ドイ ツで監視下 にあ る,と 言 った。かれ
らは,警 察 との会話か ら,同 じ運命が待 って いる と察知 した。2人 は,寝 る
ため ではない汚い部屋 に閉 じこめ られ,わ らの上 で寝た。 そ して翌 日(11日)
は,洗 顔 とひげそ りが 許 され なか った のであ る。
コ
ブライ トシャイ ト夫人はす ぐ,ア メリカ大使館29)と接触 しよ うと努力 した
が,だ れと話す ことも成功 しなか った。かの女は,大 使館あてに報告を書いて
26)VG6A
27)Gottschalch,S.31,訳」25ペ ージ 。
28)FritzTyssen大 工 業 資 大家,一 時 ナチ ス に協 力 。
29)駐 ヴ ィシ ー ・ア メ リカ大 使 は,リ ー ヒ提 督 。
98 人 文 研 究 第65輯
送 り,さ らに夫 と話せ るよ う試み た。10時 ごろ,か の女は アメ リカ大使館に
戻 って きた が,誰 とも話せ なか った。夫 人は,そ れか ら内務大臣 と話 そ うと し
た。 ヴ ィシー政 権では,内 務大臣が猫 の 目の よ うに交 代 していた。か の女は,
門衛の所へ行 って,'面 会 申 し込み用紙 に書いて,渡 した。「ブライ トシャイ ト.
と ヒル フ ァデ ィン グを 引渡 して載 きた く,訪 れ ま した」 と申 し出た。 門衛 は驚
いて,「 貴方は,そ れ を私が 大臣に伝 え ると,ま じめに考え てい るのでは ない
で し ょうね?」 と言 って,申 込用紙 を破 って しまった。 こ うして,ブ ライ トシ
ャイ ト夫 人は大臣 と語 ることは できなか った。
月曜 日,2月10日,午 後5時 。 ブライ トシ ャイ ト夫人 は,夫 に会 お うと思
って,保 安警察 に戻 って来 た。 かの女は,保 安警 察 の前 の道を2時 間 も行 った
り戻 った りして,つ いに,「 静か に」 話す こ と,と い う条件 で,夫 に会 う許可
を貰 った。 ブライ トシャイ トは,未 来に幻想 を持 って お らず,再 び勇気 の証 し
を示 した。 ブライ トシャイ ト夫 人は,ど のみ ち決定がで るまで ヴ ィシーに留 ま
ろ うと決心 した。
ア メ リカ大使館 が月曜 日中 ブ ライ トシ ャイ トとヒル フ ァデ ィングのために企
てたいろい ろな干渉 は失敗 した。 大使館 は,両 人が アメ リカ人ではな いので,
フラソス政府 に介 入 しない と決 めた。
12日30),火 曜 日朝11時,保 安警 察か ら2台 の車が 出発 した。 ブ ライ トシ ャ
イ トと ヒル フ ァデ ィングを別べ つに のせ た 自動車で あった。 かれ らは,占 領地
区 と非 占領地区 を分 けてい る境 界へついた。 これは,事 実上 の国境 であ り,こ
れ の出入 りは ドイ ツ占領軍 の意 の ままであ った。かれ らは,こ こで ヴ ィシー政
権 の役 人か ら,ド イ ッ当局 のゲ シュタポの出先機関に 引き渡 された のであ る。
ゲ シュタポはす ぐ2人 を2台 の 自動車 でパ リへ連行 した。 この途 中,ヒ ル フ
デ ィングは,ゲ シ ュタポに おそ ろ しいほ ど殴 られた。2人 はパ リの ラ ・・サ ソ
テ31)LaSant壱 監獄へ連れ てゆかれた。翌 朝1ブ ライ トシャイ トは,第1回 目
30)VGδAの 記 述 に した が 鋸 しか しSteinは,11日 で あ る,と 。
31)現 在 は,精 神 病 院 に な って い る。ruedelaSant6にあ る 。政 治 犯,未 決 囚 の 刑務 所,
1867年 につ く られ た 。 精 神病 院 が 改 造 され,そ の後,大 き くな って い る 。 レジ ス タ
ンス時 代,多 くの政 治 犯 が こ こに捕 え られ た 。高 く厚 い コ ソ ク リー トの 塀 に囲 まれ,
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の尋問 にひ き出 され た。 かれを連れ て来 た ゲシ ュタポの役 人が,こ こで こ う言
ったの を,ブ ライ トシ ャイ トは聞 いた。 「も う1人 のほ うは連 れ てこ ら32)れ な
か った!」 この間,何 が起 きた のか,誰 もは っき り確認 は できない33)。 多分,
12日 の夜 か13日 の朝に,ヒ ル フ ァデ ィングは死 んだ のであ ろ う。
ウ ィルヘ ル ム ・ヘ クナーは,ヒ ル ファデ ィソ グが尋 問を受け たあ と,ゲ シ ュ
タポに よって窓か らつ き落 された,と い う。 しか し,お そ らくかれ は,自 分 の
訊問 を受 け る前 に死 んだのであ ろ う,と 思われ る。1941年9月17日 ベル リン
発電報 は,か れ が監獄 の房 で 自殺 した こ とを知 らせた34)。 クル ト ・ ケル シ ュ
テ ソは,お そ らく服毒 自殺 を したのだ ろ うと,書 いて いる35)。 同じ くDr.ピ
ー ター ・ミル フォー ド36)は,ブ ライ トシ ャイ ト夫 人か ら,「 服毒 自殺を した と
信 じる」 と,告 げ られ てい る。
ラ ・サ ンテ監獄か らヒル フ ァデ ィソグは,ブ ヅヘ ンヴ ァル ト強制収容所37)に
送 られ るはずであ った。 ブライ トシ ャイ トは,そ の通 り送 られ た。 そ して,
1943年 に方法 は分 ら奉 いが殺 された。 現在,ブ ッヘ ソヴ ァル トには,か れの
記 念碑 があ るbヒ ル フ ァデ ィソグにつ いては,'一 部に,1943年 死亡説 が38)あ
る。 これは,ブ ライ トシ ャイ トと混 同 しだ ものであ ろ う。 あ るい は,ヒ ル フ ァ
デ ィソグが ブ ライ トシ ャイ トと一諸 に連 行 された と うっが り思い込 んだ誤 りで
あろ う。 シ ュタイ ソに報告 を書 いた人(不 明)は,ピ ル ファデ ィングが,衣 服
に隠 しておいた多量の ヴ ェロナ ール(睡 眠薬)を 呑 んで 自殺 した と,想 定 して
い る。読者 はかれが ウ ィーン大学 医学部卒 の医者 であ るこ とを想 いお こす であ
ろ う。 しか しこれがた とえ正 しい と して も,途 中 で体験 した虐待 に よって ヒル
広 い敷 地 を 持 って い る 。(高 橋 純 氏 に幾 つ か 教 え を うけ た 。)
32)原 語 は,hochkriegen.上 の 方へ 逮 れ てゆ く∫ もっ てゆ く,と い う意 味 で,荒 い表 現 。
「し ょ っぴ い て来 る 」 と訳 せ るか も しれ な い。 大 塚 譲 氏 の助 力 を 得 た。
33)VG6A
34)Eπoyc!ψ α64勿 β7露 α痂cα,Vol.11,1963.
35)Gottschalch,oゑ6露,.
36)ヒ ル フ ァデ ィン グの第2実 子 。
37)現 在 の ドイ ツ民 主 共和 国,ワ イ マ ール の近 効 に あ る 。
38)1943年 説 は,大 島 清 「ヒ～レフ ァデ ィソグ 」(『経 済 学 説全 集 』第8巻,河 出書 房1956
年),や 岡崎 訳 『金 融 資 本 論 』上 岩 波 文 庫1982年,『 経済 学 事 典 』 平 凡社1969年,
で採 用 され て い る。 もち ろ ん誤 り。 な お,林 要 氏 は,統 死 説 を暗 示 され て い る(『 金
ヱ00人 文 研 究 ・第65輯
ファデ ィソグが 自殺す るに至 った ことは仮定 され る。かれは,ド イ ッへ送 られ
たな ら,ユ ダヤ人 と して社会主 義者 と して何 が待ち うけ てい るかを,知 ってい
た。かれ がほ とん ど毎 号寄稿 していた亡命 ドイ ツ社会 民主党機関紙 『ノイエル ・
フ ォル ヴ ェル ツ』(NeuerVorw互rts)は,ナチ ーズムの残 虐 さと強制収容 所に
つい て多 くの報道 を していた。それゆ えかれは,ゲ シ ュタポ の死刑執 行人に よ
って殺 され るのでは な く,自 分で命 を断つ方を選 んだ のであ った39)6
'
融 資 本 論』 大 月 書 店,1972年 版,2ペ ー ジ)。 大 島 氏 は,刀 伽4ω δ7'θ7伽6h♂ 〃So9一
刎 痂ss8ηsc肱 ∫'の ゲル パ ー ド ・ス タ ー フ ェ シハ ー ゲ ソの1943年 説,お よび 『ニ ュ
ー ヨー ク ・タ イ ム ス』の 「首 を つ って 死 ん だ」とい う報 道を ,紹 介 して い る(99ペ ージ)。
39)Stein,oρ.o舜.,S.44.「
